
 

 

【発信】国立大学法人 
富山大学総務部総務・広報課 
(TEL)076-445-6027 

(FAX)076-445-6033 

 

 

 

 

 

 

News Release     

 

                            令和３年２月１２日 

報 道 機 関  各位 

 

 

 

 

 

 

平素より本学の運営について多大なるご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、文部科学省の事業に選定されました「令和 2年度 文部科学省 大学教育再生戦略推進費「大学

による地方創生人材教育プログラム構築事業：COC+R 事業」に関する、3 大学出席の記者会見とキックオ

フシンポジウムを開催します。 

信州大学（事業責任大学）、富山大学、金沢大学の 3大学で実施する「地域基幹産業を再定義･創新する

人材創出プログラム「ENGINE」」は、文科省事業への選定から、この期間、令和 3 年度の事業本格実施に

向け、関係機関での教育プログラムや連携体制の構築を行ってまいりました。この度、各県の「まち・ひ

と・しごと総合戦略」にもとづく地元就職定着率向上などの目標を含む 3大学および長野県・富山県・石

川県との協定内容がまとまりましたので、ご報告させていただく、合同記者会見を行う運びとなりました。

事業の詳細は別紙をご覧ください。（参考：文部科学省 Web サイト「大学による地方創生人材教育プログ

ラム構築事業」の選定結果について」https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2020/mext_00037.html） 

また、同日 14時より「令和 2年度大学による地方創生人材教育プログラム構築事業（事業通称名 COC+R）

キックオフシンポジウム」をオンラインにて開催します。詳細については別紙チラシを参照ください。 

つきましては、取材・報道方よろしくお取り計らい願います。なお、合同記者会見については原則オン

ラインにてご取材下さいますようお願いたします。 

 

記 

＜合同記者会見＞ 

【日 時】 令和 3年 2月 20日（土） 11：00～11：30（予定） 

 

【場 所】 ・金沢市文化ホール（金沢市高岡町１５−１）  

        ・オンライン共同記者会見場（zoomを使った同時中継オンライン会場を設けます） 

※会場での参加の場合は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用、 

ソーシャルディスタンスの確保、検温、手指消毒等にご協力いただきます。 

※オンラインでの参加の場合は、事前にお申し込みをお願いいたします。 

 

【出席予定者】 濱田 州博 （信州大学長） 

        齋藤 滋   (富山大学長) 

        山崎 光悦 （金沢大学長） 

 

 

 

 

文科省「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業 COC+R」選定事業： 

「地域基幹産業を再定義･創新する人材創出プログラム「ENGINE」」 

 信州・富山・金沢 3 大学による合同記者会見及びキックオフシンポジウム開催 

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2020/mext_00037.html
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 【内 容】  １．はじめに 

          記者会見趣旨説明 

ENGINEプログラムの概要                

            協定の概要説明 

        ２．出席者紹介 

        ３．各大学のプログラムの狙いについて 3大学学長から説明 

        ４．記者質問 

        ５．お知らせ 

          同日開催の COC+Rキックオフシンポジウムについて 

 

【申込等】 googleフォームにてお申し込みください。 

       URL：https://forms.gle/Kuk6tPw79BtLcAkJAまたは QRコードをご活用ください。 

 

※お手数ですが事前に必ずお申し込みをお願いいたします。 

記者会見場の詳細は、登録いただきましたメールアドレスに 

ご連絡させていただきます。 

 

 

 

＜キックオフシンポジウム＞ 

【日 時】 令和 3年 2月 20日（土） 14：00～17：15（17:15～18:00 オンライン情報交換会） 

【場 所】 オンライン開催 ※事前申し込みが必要です。 

【プログラム】 別紙チラシ参照 

 

 

 

 ◆本件についての問い合わせ先 

  富山大学研究振興部社会貢献課 mail: chiiki@adm.u-toyama.ac.jp  

 

mailto:chiiki@adm.u-toyama.ac.jp
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再定義

• ⼈⼝減の時代
• VUCAの時代
• 知識集約型社会へ
• COVID-19による地域産業の
崩壊加速

➡地⽅創⽣の⾻幹である移動･
交流・体験・居住のスタイルが
変化している。

地域の未来社会への対応(現状)

交通 観光 ⾷ インフラ

地域基幹産業を再定義･創新する⼈材創出プログラム｢ENGINE｣
⽂部科学省「⼤学による地⽅創⽣⼈材育成教育プログラム構築事業」(R2~R6)

事業責任⼤学︓信州⼤学（幹事校） 参加⼤学︓富⼭⼤学､⾦沢⼤学
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